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株式会社シニアコム 

東京都港区六本木 4-1-1  

チーフコンサルタント 高瀬 誠 

 
 

シニアを対象にした食に関するアンケート調査 
～「普段の買い物や調理」と「食に関する新たな買い物」の実態を調査～ 

 

シニアマーケットの専門機関である株式会社シニアコムは、2014 年 1 月に 50 歳以上の男女

に対して、「食に関するアンケート」と題した調査を実施しました。 

 

 調査手法：ＷＥＢアンケート調査 

 対象者：50歳以上の男女個人（シニアコム MASTER会員） 

 有効回答数：902人（男性 617人 女性 285人） 

 実施時期：2014年 1月 

                           
この調査ではシニアの方を対象に、大きくパートを２つに分けて、 

・前半では普段の食の買い物や調理の状況を、 

・後半では最近の食に関する新たな買い物の経験や意向を 

聴取しました。 

 

当リリース資料では、この調査の結果をいくつか抜粋してご紹介します。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

《調査結果サマリー》 

前半：普段の食の買い物や調理 

 食の買い物や調理の特徴には、「食に安全で安心できるものを求める」が総じて高く挙が

り、層別では「独居世帯」で「手間・時間を簡略化する」特徴的な傾向が見られる。 

 食に関連する外部要因として、最近の報道やニュースにあった「食品の偽装問題/食品の

放射能問題」をピックアップすると、これらによって食の買い物や選び方が変わったのは 1

～2割程度と、少数に留まる。 

後半：最近の食に関する新たな買い物 

 最近１年のうちに食に関する新しい（これまで経験のない）買い物をした割合は、シニア全

体で 2～4 割ほど挙がり、そのきっかけには「テレビ/ネット/口コミ」が影響するケースが多

い。 

 さらに半数を超えるシニアが、自身にとって新しい（これまで経験のない）食品や食材、調

理用品であっても、紹介されて良さそうと思ったものであれば、「試しに買ってみる」意向を

持ち合わせている。 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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■食に「安全・安心を求める」志向があり、「独居世帯」では「簡略化」する傾向 

まずアンケートでは最近の食の買い物や調理の状況として、シニアの方からよくインタビュ

ーやコメントに挙がる買い物や調理の特徴をいくつか選定し、それらが量的にどの程度あて

はまるかを検証しました。 

→ 食の買い物や調理の特徴を積極的なもの/消極的なものに分類し、次のような項目を呈示

しました。 

 

Q_最近の食の買い物や調理の状況 

《積極的なもの》 
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食の買い物や調理であてはまるもの《男性》
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食の買い物や調理であてはまるもの《女性》

 
 その結果を見ると、積極的なものでは「食に安全で安心できるものを求める」が特に高

く、性別・世帯構成を問わずいずれの層でも過半数に上ります。（男性の独居世帯を除く） 

 その一方、層別では男女ともに「独居世帯」で特徴的な傾向が見られ、前述の「食に安

全で安心できるものを求める」に加え、「対価を払っても質の良い食を選ぶ」の反応が他

層よりも低く留まっています。 
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Q_最近の食の買い物や調理の状況 

《消極的なもの》 
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食の買い物や調理であてはまるもの《男性》
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食の買い物や調理であてはまるもの《女性》

 

 一方消極的なものを見ると世帯構成によって違いが見られ、 

 「男性 独居世帯」では「手間・時間を簡略化する/献立が固定化する」 

 「男性 夫婦のみ世帯」では「肉・油ものの献立を控える」 

 「女性 独居世帯」では「手間・時間を簡略化する/小分量・小分け食品が増える」 

反応が高く表れました。 

 「独居世帯」にフォーカスすると、男女ともに食の買い物や調理で積極的な行動があま

りされておらず、むしろ消極的に「簡略化」する傾向が見て取れます。 
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■「食品の偽装問題/放射能問題」によって、食の買い物や選び方が変わったのは少数  

次にアンケートでは、食に関連する外部要因として最近の食に関する報道やニュースをピッ

クアップし、それらを受けて食の買い物や選び方が変わったかを検証しました。 

→ 最近の食に関する報道やニュースとして、次のような内容を呈示しました。 

 

《食品の偽装問題》 

・2013年の 11月から 12月にかけては、日本国内のホテルやレストラン、デパートやスーパーをはじ

めとして、食品の産地や品目、調理方法などの偽装問題を扱う報道やニュースがありました。 

《食品の放射能問題》 

・2011年の東日本大震災の後には、福島第一原発での放射能事故の影響から、周辺地域である福島県

や茨城県産の野菜や家畜、海産物などの食品に含まれる、セシウムなどの放射性物質の問題を扱う報

道やニュースがありました。 

 

Q_最近の食に関する報道やニュースによる変化 
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 総じた結果を見ると、「食品の偽装問題/放射能問題」によって食の買い物や選び方が変

わったのは少数に留まり、シニアの大多数は「変わらなかった」ことになります。 

（いずれの層でも「変わらなかった」が 7～9割） 

 

そのような中でも「変わった」割合が高かった女性の「食品の放射能問題」に注目し、具体

的に変わった内容の主なコメントを抜粋すると、放射能の影響がありそうな産地を避ける様

子が見て取れます。さらに一部コメントには、自分よりも子供や孫を気遣って、これら行動

に至っているケースが見られました。 

 

Q_最近の食に関する報道やニュースによる変化（自由回答抜粋） 

年齢 世帯構成 今現在の自身の食の買い物や選び方は、震災前と比べて変わったか

58 夫婦のみ世帯 原発の近辺の産地を敬遠するようになった

60 夫婦のみ世帯
私たち夫婦の食事の時には気にしないが、こどもや孫が来ると、安全性が確認されている食
品を使う

62 夫婦のみ世帯 孫が遊びに来た時は、徹底して産地を厳選した食品を高くても購入した。
63 夫婦のみ世帯 幼い孫がいるので産地は吟味するようになった。
73 夫婦のみ世帯 当地の方達をとても気の毒に思いつつも手が出ない

74 夫婦のみ世帯
できるだけ西の用の生産食品を求めているくらいです。わたくし共の年齢ではあまり影響は受け
ないと思います。

61 子供（孫）との同居世帯 産地を気にするようになった

64 子供（孫）との同居世帯 産地が気になって、同じなら自分で安全と思える物を選んだ。

女
性

 

 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

ここまでの内容から、シニアの方は総じて食に「安全・安心を求める」志向があり、食に関

する外部要因を見ると、最近挙がった社会的な報道やニュースを受けて買い物や選びが変わ

ったのは 1～2割程度に留まる結果となります。 

このような結果からすると、シニアは食に関して保守的な層であると捉えられるかもしれま

せん。 

しかし当社のこれまでのアンケートやヒアリングなどの経験則を踏まえると、消費者として

のシニアは保守的な特徴を持ちながら、その一方では、自身が気に入ったものであれば値段

が張るものでも購買に至る消費者である面も認められます。 

その１つの事由に、アンケートの後半では食に関する新しい（これまで経験のない）買い物

について聴取しました。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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■最近 1年以内に、食に関する新しい買い物をした割合は全体で 2～4割ほど 

アンケートの後半では、食に関する新しい（これまで経験のない）買い物として、最近１年

のうちに、新たに買った食品や食材、調理用品を聴取しました。 

 

Q_最近１年以内の新しい食の買い物 
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 買い物の内容が食品や食材、調理用品であるため、女性に親和性のある商材になります

が、女性ではおよそ 4 割が、男性ではおよそ 2 割が最近 1 年内での新しい買い物を行っ

ています。 

 

さらに具体的な買い物の内容を自由回答で聴取すると、次のようなコメントが主なものに挙

げられました。 
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Q_最近１年以内の新しい食の買い物（自由回答抜粋）

年齢 世帯構成 Q_最近１年のうちに新たに買った商品 Q_新たに買ったきっかけや経緯

62 子供（孫）との２世帯 トウミョウ
切り取って使ってもまた伸びてくる、テレビコマー
シャルを見て

58 子供（孫）との２世帯 特茶 脂肪を分解するとのテレビの宣伝で
65 夫婦のみ世帯 たべる酢 テレビの番組やコマーシャル

68 夫婦のみ世帯 いちご煮
テレビで青森のアンテナショップを視て、おいしそう
だったから。

71 夫婦のみ世帯
クイジナートの加熱フードプロセッ
サー

テレビ番組を見て興味を持ったので。

76 独居世帯 黒焼きそば用のソース
テレビで東村山の黒焼きそばが「おいしい」と報道さ
れることが多かったから。

53 独居世帯 ホットジンジャエール インターネットで見て買ってみようと思った

52 夫婦のみ世帯 YOUKIガラスープ
ポイントサイトでキャンペーンとして紹介されてたの
で

59 夫婦のみ世帯 野菜セット インターネットを見て　おいしそう

53 子供（孫）との２世帯 オリーブオイル
妻が料理学校で習った新しい料理を作るようになった
から

55 独居世帯 麦飯 知人から効果ありとの知らせで。
63 夫婦のみ世帯 ギリシャヨーグルト 友人が美味しいと言っていたから。
64 独居世帯 ヘルシアコーヒー コレステロールを医者から指摘されてから
66 独居世帯 おばんざいの素 友人からからもらって、かなりうまかったので

55 親・子供（孫）との３世帯 とんこつ醤油鍋
テレビのＣＭで興味があった上に、何かの番組で人
気商品に入っていたので、使ってみたくなった。

57 子供（孫）との２世帯 三ツ矢サイダーPLUS テレビＣＭを見て、血糖値に効く特保なので
59 夫婦のみ世帯 オランジーナ テレビCMを見ておいしそうだったので
61 親との２世帯 ヘルシアのコーヒー TVのCMを見て。
62 子供（孫）との２世帯 オランジーナ TVのCMを見て興味を持った
62 夫婦のみ世帯 塩麹 テレビCMを見て興味を持ったから
72 独居世帯 塩麹 テレビ番組で美味しいといっていた

59 夫婦のみ世帯 ロマネスコ
インターネットなどで見かけ、面白い形をしているの
で、どんな味がするのか食べてみたかったから。

59 子供（孫）との２世帯 豆苗
インターネットで知り、水を浸すと再生せてもう1度食
べられるとの事で興味を持った

63 子供（孫）との２世帯 味の素　鍋キューブ ネットで紹介されていたので。試しにかってみた。
65 夫婦のみ世帯 塩糀 インターネットで流行っているのを見て買ってみた。
63 夫婦のみ世帯 塩麹 友達から進められて

64 子供（孫）との２世帯 フィッシュソーセージ
友達がおいしいって言ったので試してみようと思っ
た。

73 夫婦のみ世帯 塩麹 会食した時、友達の話を聞き

テ
レ
ビ

ネ

ッ
ト

口
コ
ミ

テ
レ
ビ

ネ

ッ
ト

口
コ
ミ

男
性

女
性

 

 買い物の具体的な内容を見ていくと、新たに買った商品は様々ですが、その買ったきっ

かけや経緯には、「テレビ」が多く挙がることに加え、「ネット/口コミ」も挙げられます。 

 このことからもシニアの消費には、「テレビ」に代表される従来からのマス媒体に加え、

「ネット/口コミ」のような情報ルートも影響してきています。 

 



 
 

 

SENIORCOM Co.,Ltd 
 

8 

■半数を超えるシニアが、今後の食に関する新しい買い物の意欲を持ち合わせている 

さらにアンケートの終盤では、今後の食に関する新しい買い物の意欲として、「自身にとって

新しい（これまで経験のない）食品や食材、調理用品であっても、紹介されて自分が良さそ

うと思ったものであれば、試しに買ってみようと思うか」と聴取しました。 

 

Q_今後の食に関する新しい（これまで経験のない）買い物の意向 
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今後の食に関する新しい（これまで経験のない）買い物の意向

 

 この設問でも女性の反応が高く見られますが、女性ではおよそ 6～7割が、男性ではおよ

そ 5～6割が意欲ありとなります。 

 また「女性 独居世帯」について補足になりますが、食事や調理のインタビューにおいて

も、料理の得意な方は「自分の好きなものを気ままに買う」意見がよく挙げられます。 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

あらためて調査を振り返ると、シニアは食に「安全・安心を求める」志向があり、食に関す

る外部要因を見ると、最近挙がった社会的な報道やニュースを受けて買い物や選びが変わっ

たのは少数に留まる結果となりました。 

ただし消費者としてのシニアは、そういった保守的な特徴を持ちながら、一方では紹介され

て自身が気にいる＝お眼鏡にかなうことができれば、商品を買ってもらえる方と言えます。 

そのためには、企業からの商品情報をマス広告を伝えるだけでなく、シニアの方に実際に商

品を試してもらう、もしくは試した方からの評価を「ネット/口コミ」で伝えていくことが有

効と考えられます。 

 

当社ではシニアマーケットに特化したマーケティング会社として、今後もこういったシニア

生活者のインサイトと外部要因に着目したアンケートを実施・リリースすることを予定して

おります。 

 

■調査結果 資料 

 今回実施した「食に関するアンケート」の調査資料を公開しております。 

→ 調査資料の閲覧を希望される方は、下記までお問い合わせください。 

株式会社シニアコム 担当：高瀬（たかせ）  

TEL  03-3560-1854 FAX  03-3560-1816 E-mail  sales@seniorcom.co.jp 

mailto:sales@seniorcom.co.jp

